
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

地域と文化Ⅱ 

Region & Culture II 
選 赤崎 雄一 

5年生 

物質工学科 
1 

半期 

週2時間 

授業概要  それぞれの地域の抱えるさまざまな社会問題を、歴史的背景を重視しながら解説する 

到達目標  国際的視野を持った技術者をめざし、宗教・多民族社会など異文化理解を深める（A） 

評価方法 一回の定期試験（７０％）とレポート点（３０％）で評価する 

教科書等 プリントを配布 

 内  容 インドネシア・バリ島の歴史と文化 学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

アジアから考える。インドネシア概論 

インドネシアでの生活 

インドネシア古代史と世界遺産 

ヨーロッパ人の到来と蘭領東インドの形成 

蘭領東インドと女性 

日本軍政期のインドネシア 

インドネシア共和国と日本 

ジャワ島の文化 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

バリ島の文化 

バリ島の社会 

バリ島と観光 

インドネシアの宗教事情 

ジャカルタと都市文化 

インドネシアの映画 

近年のインドネシアと日本 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE ａ b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

○          



ガイダンス 

地域と文化Ⅱ インドネシア・バリ島の歴史と文化 

 

 

 世界地図の上の日本から南に目を向けてみると、「赤道をとりまくエメラルドの首飾り」といわれるインドネシ

アの島々を見つけることができます。古くから日本との交流があり、現在ではバリ島を中心に多くの観光客を惹き

つけている場所です。また、世界で４番目の人口を抱える大国でもあり、機械・電機・化学・建設などあらゆる業

種の日本企業が多く進出しています。 

この授業ではインドネシアの多様で豊かな社会について紹介したいと考えています。日本や欧米と異なる価値観

に出会えるかもしれません。 

 

 

全体の構成は３部に分かれます。 

 

第１部 第１～２週 インドネシア概論 

 

第２部 第３～７週 インドネシアの歴史 

     この部分では、インドネシアの歴史について概説します。古代から中国、インドの文化的影響を強く受

け、交易国家として発展する国が成立します。16世紀になるとヨーロッパ勢力が進出します。その中でも

オランダはやがてインドネシアの大部分を支配するようになります。20世紀になると日本も深く関係して

いきます。第二次世界大戦時には軍政をひき、戦後も日本企業が多く活動する地域になります。 

 

第３部 第８～１５週 インドネシア・バリ島の文化と社会 

     この部分では、インドネシアの文化的側面に注目し、現代社会について解説します。インドネシアには

多くの民族があり、それぞれが多様な文化を持っています。特に日本人にとってなじみがあるジャワとバ

リの文化について学びます。 

 

 

 

 


